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図書館がやってきたこと

• 資料の収集、保存、提供

– 知識の蓄積や学問の発達に欠かせないもの

• 図書館が利用者（研究者）に対して大事にし
てきたマインド

https://www.oclc.org/content/dam/research/publications/library/2014/oclcresearch-reordering-ranganathan-2014.pdf



K大研究者の情報環境

• 出版と情報の利用
– A社のジャーナル（選択のための評価ツール、投稿システム）
– （ハイブリッド）オープンアクセスジャーナル、Predatory Journals
– プレプリントサーバ
– 紀要（リポジトリ）

• 検索
– A社のデータベース、Google、PubMed

• 研究者情報管理
– 自前のデータ―ベース
– A社のシステム

• 研究評価（ビブリオメトリクス）
– A社のツール

• 研究データの蓄積
– 大学の方針を策定中
– 自分で保存、ツールを物色中

• 情報交換
– メール、SNS(ResearchGate, Sci-Hub)

• 図書館員
– ？



デジタル化による図書館の変化

• 図書・雑誌の収集⇒電子ブック・ジャーナル、データベースの契約
• 資料選定・受入れ・整理のノウハウ蓄積⇒Big Deal、DDA、国際標準への

対応、電子資源管理もできる体制へ組織変更
• 電子資源管理/サービスに優れた図書館システムへの移行
• 情報検索/レファレンスサービス⇒情報リテラシー教育、ILL減少
• 書庫⇒図書館リノベーション
• お宝、紀要⇒デジタル化して公開、リポジトリ
• データ

– ？

• 著作権
– ？

• 大学執行部への認知
– 誰も知らない図書館の力⇒図書館資料を利用したGoogle Library Projectへ

の参加、Moocs、Institutional Research（ビブリオメトリクス、大学ランキング分
析）



出版社の変化

A社（2013-）
• ソフトウエア開発会社bepress社（2017年8月）
• オルトメトリック指標Plum Analytics社(2017年２月)
• 実験データ管理ツールHive bench(2016年6月)
• 社会科学・人文学リポジトリSSRN（2016年５月）
• メディアモニタリング企業Newsflo（2015年6月）
• Mendeley(2013年４月)

– https://jipsti.jst.go.jp/johokanri/sti_updates/?id=9920
– https://scholarlykitchen.sspnet.org/2017/08/02/elsevier-acquires-bepress/

cｆ）B社のプレスリリース
https://clarivate.jp/news-releases/back-future-institute-scientific-information-re-

established-within-clarivate-analytics

https://jipsti.jst.go.jp/johokanri/sti_updates/?id=9920
https://scholarlykitchen.sspnet.org/2017/08/02/elsevier-acquires-bepress/
https://clarivate.jp/news-releases/back-future-institute-scientific-information-re-established-within-clarivate-analytics


智のプラットフォーム構築競争

孤立する日本の研究プラットフォーム http://www.nira.or.jp/pdf/opinion15.pdf
NIRAオピニオンペーパー no.15, 2015.5

http://www.nira.or.jp/pdf/opinion15.pdf


構築すべき情報環境を考えるために

• 現状認識

• 商業出版社/情報関連企業が生み出す経済

• 商業出版社/情報関連企業が先んじて作る十分
すぎる便利な環境が当たり前な研究者

• Openが「正しい」という強い主張と方針

• 資金調達

• 研究者、大学、助成機関、出版社など、関係の
構築と強化

• 図書館コミュニティの力
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